
近江パノラマ写真

（第3種郵便物認可） 毎　日　新　聞 2006年（平成18年）11月9日（木曜日） 3毎　日　新　聞 （第3種郵便物認可）2

●守山市守山1-5-10-105●TEL：077-582-3158
●営業時間：11：00～21：00（L.O.20：00） 
●定休日：月曜日

LUNCHTIME GUIDELUNCHTIME GUIDELUNCHTIME GUIDE

2006年（平成18年）11月9日（木曜日）

●高島市新旭町饗庭1600-1●TEL：0740-25-5803
●休館日：火曜日（祝日の場合は翌日）●営業時間：9：00～16：00
●入館料：高校生以上200円 中学生以下無料
●みずどり会員：入館料が無料になるほか、さまざまな特典あり
　年会費　個人：1口 3,000円  法人：1口 10,000円

  ●TEL：077-522-6092
ショッピング・フードコーナー
  ●24時間営業・年中無休
ベーカリーコーナー
  ●営業時間：8：00～20：00
  ●年中無休

●西日本高速道路株式会社
  栗東管理事務所
●TEL：077-552-2284

かのう

（撮影・鋒山）

大津サービスエリアには芝生を植えた広場があり、眼下に大津市街と琵琶湖が見渡せる。取材日は天候に恵

まれ、カメラを片手に景色を楽しむ人の姿が見られた。

右端の茶色の建物が、街角情報で紹介したレストランやショッピングコーナーがそろう施設。休憩だけでなく

おみやげを買ったり食事をとったり、楽しみがいっぱい。ゆっくりと旅の疲れを取って、安全運転を心がけ

たい。

守山市の駅前商店街にある「レストランカ

シトラ」。1964(昭和39)年の開店当初から変

わらない味と値段で人気の店だ。

中でも１ヵ月近く煮込んでできあがるデ

ミグラスソースには根強いファンが多い。

今回ご紹介するのは

【カツオムライス】（590円）
・カツオムライス　・サラダ

まずはカツの大きさにびっくり！サクッと

した衣がやわらかい豚肉のおいしさを引

き立てる。

デミグラスソースとチキンライスの相性

も抜群で、どこか懐かしい味は一口食べ

るだけでファンになってしまう。コック

北川孝司さんのこだわりがたっぷり詰ま

った一品だ。

開店したころは洋食屋

さんがめずらしく、フ

ォークやナイフの使い

方から教えたという。

「お客さんに喜んでい

ただきたい……その一心で頑張ってい

ます！」と北川さん。

他にも「オムライス」（400円）や季節のメニ

ュー、スイーツなども人気だ。

２階の座敷は宴会や会議などにも利用で

き、これからの季節は鍋もおいしい。

                                         （取材・福本）

紫芋の紫芋のミニ和パフニ和パフェ（390円）円）紫芋のミニ和パフェ（390円）

●営業時間：7：00～22：00
●年中無休
●TEL：077-510-2770

先月1日、高島市新旭水鳥観察センターが

リニューアルオープンした。これまでは冬

期のみの営業だったが、今後は年間を通じ

て利用できるようになり、水鳥の観察だけ

でなく、さまざまな体験学習もできる。

まずは建物２階へ。

開放的な空間に生まれ変わった「みずどり

スペース」では、大きな窓から琵琶湖が一

望できる。今の季節ならオオバンやオナガ

ガモ、カイツブリなどの姿が見られ、望遠

鏡をのぞけばエサを食べたり泳いだりする

様子が間近に観察できる。また、オーガ

ニックコーヒ

ーやオーガニ

ック紅茶など

のメニューが

そろう「旅の

カフェ」があ

る。さらに、

地域のアーティストたちの作品が展示され

る「ギルドギャラリー高島」や、映画鑑賞が

できる「映像スペース」が設けられている。

1階にある「奥琵琶湖ウドゥンボートセン

ター」は木

造船を制作

する工房で、

ワークショッ

プにも利用

されている。

今後は「湖上ネイチャーツアー」を企画して

いく予定とのこと。

一方、外に出て湖岸を歩いてみると、水鳥

や自然豊かな景観を肌で感じることができる。

館長の村尾嘉彦さんは「水鳥を観察したり

風景を楽しんだり、ゆったりとした時間を

過ごしていただきたい」と話す。

深まりゆく秋を

水辺で楽しんで

みよう。

         （取材・澤井）

先月１日、名神高速道路上り線にあ

る大津サービスエリアがリニューアル

オープンした。

１Ｆには大津市の和菓子メーカー「叶

匠壽庵」が初出店し、「ダイニング 叶

匠壽庵」がオープン。地元の食材を使っ

た「おばんざい」などが早くも評判だ。

「大津サービスエリアは滋賀の入口で

す。ここに滋賀の魅力を集大成したものを作りたかった。琵

琶湖を眺めながらゆったりとした時間を過ごしてほしい」と

店長の畑山明さん。椅子席130

と個室４室が用意され、広々と

したスペースで食事が楽しめる。

また抹茶やあずきを使ったフロー

トや、みたらしだんごといった

デザート類は持ち帰り可能。和

菓子メーカーならではのサービ

スがうれしい。ほかにも滋賀の特産品などがたくさん並び、

おみやげを選ぶのに悩む。

2Ｆ入口では琵琶湖の水をイメージしたウォーターパネルが

お出迎え。焼きたてパンコーナーと大津ハイウェイレストラ

ン、土産物コーナーがある。 

「大きな窓に改装し、琵琶湖の景

色がいっそう楽しめるようになり

ました。お土産も種類豊富にそろ

えています」と支配人の大谷猛さん。

芝生広場からは琵琶湖の眺めが最

高！休憩だけではもったいない。

ぜひ立ち寄ってみよう。（取材・鋒山）

しょうじゅあん

む ら お よしひこ


